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敬老の日施設優待券のお知らせ

おおいたスポーツ広場２０１０

「もしも」のために、今できること

2        5特集 ̃

そ
こ
に
助
け
る
命
が
あ
る
限
り
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市が行う「避難勧告」について

ご存じですか？災害時安否確認サービス

「もしも」のために、非常時の持ち出し品を備えよう！
飲料水・水筒
食料品

缶切り
医薬品

貴重品
懐中電灯
ラジオ

衣類

「もしも」地震が起きたら…

◆1

◆2

◆3

◆4

◆5

◆6

◆7

◆8

◆9

◆10

まず、身の安全を
テーブルや机の下に身を
隠す。家具類などには、
転倒防止対策を。

すばやく火の始末
日ごろから、火元付近に燃えやすいもの
を置かないように心掛ける。

戸を開けて出口を確保
地震のときは、戸や窓が変形して開かなく
なることがある。

狭い路地や
ブロック塀に近づかない

ブロック塀、門柱、自
動販売機などは倒れ
やすいので要注意。

山崩れ、がけ崩れ、津波に注意
がけ地や急傾斜地、海岸地帯で地震を感
じたら、早めの避難を。

慌てて外に飛び出さない
外に逃げるときは、かわ
らやガラスなどの落下
物に注意し、落ち着いた
行動を。

協力し合って応急救護
高齢者や体の不自由な人、
けが人などには声を掛け、
みんなで助け合う。

火が出たらすぐ消火
「火事だ！」と大きな声で叫び、隣近所にも
協力を求め、初期消火に努める。

避難は徒歩で、持ち物は最小限に

指定された避難所
には徒歩で避難を。

正しい情報収集を
ラジオやテレビ、防災メー
ルなどから正しい情報を
つかみ、的確な行動を。

大分市防災メールに登録を！

市が行う「避難勧告」について

ご存じですか？災害時安否確認サービス

「もしも」のために、非常時の持ち出し品を備えよう！

大分市防災メールに登録を！
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お問い合わせ　防災危機管理課　☎537-5664

「
も
し
も
」の
た
め
に
、今
で
き
る
こ
と

特集

「防災の日」は、大正12年（1923年）9月1日に起きた関東大震災を教訓とし、防災意識を高めるために制定されました。

い
つ
起
こ
る
の
か
、だ
れ
に
も
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
災
害
や
事
故
。

そ
ん
な「
も
し
も
」の
た
め
に
、わ
た
し
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

９
月
１
日
の「
防
災
の
日
」、９
月
９
日
の「
救
急
の
日
」を
機
会
に
、今
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

 災害用伝言ダイヤル171 　「171」番にダイヤルし、音声
ガイダンスに従って伝えたい情報を30秒間録音するだけで、手
軽に安否情報や居場所が伝えられます。固定電話や携帯電話
などから利用できます。

 災害用伝言板　携帯電話から使える、インターネットを利用し
た掲示板サービス。各社によって使用方法が若干異なるので、
使い方はお使いの携帯電話会社で確認しておきましょう。

市の防災情報を携帯電話やパソコンで受信できます。
災害への備えとしてお役立てください。

防災メールの
ご案内は
こちらから

3

⇧

entry@b-oita.jpへ空メールを送信

送られてきたメールのＵＲＬへアクセス

登録ボタンで完了！詳細設定は「変更」で
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防
災
　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
自
然
災
害
の
驚
異
を
知
り
な
が
ら

も
災
害
は
ひ
と
ご
と
、対
岸
の
火
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、日
ご
ろ
か
ら

の
備
え
や
心
掛
け
が
大
切
で
す
。

1人1日3リットルが目安
アルファ米（お湯や水を注ぐだけで食べられるご飯）、
缶詰、レトルト食品、チョコレートなど（乳児のいる家庭
は、粉ミルク、ほ乳びん、母子健康手帳なども）
多機能なものが便利
消毒薬、傷薬、胃腸薬、脱脂綿、ばんそうこう、包帯、
持病の薬、紙おむつ、常備薬など
現金（特に小銭）、預金通帳、印鑑など
予備の乾電池も忘れずに
情報収集に欠かせません
懐中電灯と一体型のものも便利です
セーター、ジャンパー、下着など
雨具やタオルも用意

　

災
害
時
の
応
急
活
動
は
、市
や
消
防
機
関

な
ど
が
全
力
を
挙
げ
て
行
い
ま
す
が
、大
災

害
時
に
は
通
信
手
段
の
混
乱
や
道
路
事
情
の

悪
化
な
ど
に
よ
り
、救
急
車
や
消
防
車
が
短

時
間
で
す
べ
て
の
現
場
に
駆
け
付
け
る
こ
と

が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
、「
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い
う
地
域
の
皆
さ

ん
の
団
結
の
も
と
に
組
織
さ
れ
た「
自
主
防

災
組
織
」が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
救
助
活
動
が
一
刻
を

争
う
人
命
救
助
に
大
き
く
貢
献
し
、被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
的
確
な
行
動
を
と
る

た
め
に
は
、日
ご
ろ
か
ら
の
訓
練
が
大
切
で

す
。
自
主
防
災
組
織
や
自
治
会
が
行
っ
て

い
る
防
災
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

　

小
野
鶴
新
町
の
西
側
に
は
大
分
川
が
流

れ
、大
雨
の
影
響
で
こ
れ
ま
で
に
何
度
か
自

主
避
難
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
う

い
っ
た
経
験
か
ら
、大
雨
が
予
想
さ
れ
る
と

き
は
、高
齢
者
な
ど
の
要
援
護
者
へ
早
め
早

め
の
避
難
を
勧
め
た
り
、見
守
り
を
行
っ
た

り
す
る
な
ど
、住
民
の
防
災
意
識
は
高
い
地

域
で
す
。

　

平
成
４
年
に
防
災
会
を
結
成
し
て
以
来
、

毎
年
、防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、ほ
ぼ

す
べ
て
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
住
民
の
意
識
の
高
さ
と
ま
と
ま
り

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
、防
災
訓
練
だ
け
を
や
ろ
う
と
し

て
も
な
か
な
か
人

は
集
ま
ら
な
か
っ
た

の
で
、楽
し
く
て
人

が
集
ま
り
や
す
い

行
事
と
一
緒
に
防

災
訓
練
を
行
い
、子

ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
が
参
加
で
き

る
よ
う
に
し
て
、多

く
の
住
民
の
参
加

に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、毎
月
の
よ
う
に
あ
る
行
事
な
ど
、住

民
同
士
が
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
で
防
災
に
関

す
る
情
報
交
換
や
意
識
の
共
有
な
ど
を
図
っ

て
い
ま
す
。そ
う
や
っ
て
住
民
同
士
の
ま
と
ま

り
が
で
き
て
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

住
民
同
士
の

ま
と
ま
り
が
あ
る
か
ら
、

互
い
に
助
け
合
え
る

小
野
鶴
新
町
防
災
会  

会
長  

川
畑 

秀
盛
さ
ん

避難準備情報　特に避難行動に時間を要する人に対して発
表する情報で、高齢者や障がい者で支援を要する人などは避難
行動の開始を、それ以外の人は家族との連絡や非常持ち出し品
の用意など避難の準備を開始してください。

避難勧告　台風の接近や集中豪雨などにより洪水や土砂災
害などが発生するおそれがある場合に発表する情報で、避難所
などへの避難を促すものです。火の始末、戸締りを徹底し、非常
持ち出し品を持ち、速やかに避難しましょう。

避難指示　避難勧告より強く、災害発生の危険性が非常に
高い場合に発表される情報で、避難行動中の人は速やかに避
難を完了させ、まだ避難していない人は直ちに避難してください。

※避難勧告などの情報は、ラジオやテレビ、防災メールなどで
　お知らせします。

基本的に震度6弱以上の地震が発生した場合にサービスが
利用できます。

家庭で地震から身を守るための10か条

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る



◆1 反応の確認
傷病者の耳もとで「大丈夫ですか」または「も
しもし」と大声で呼び掛けしながら、肩を軽く
たたき、反応を確かめる。

◆2 助けを呼ぶ
反応がないときは、大きな声で助けを求め
る。協力者が来たら「119番へ通報してくだ
さい」「AED（自動体外式除細動器）を持って
きてください」と要請する。周りに誰もいない
場合には、１１９番通報を優先させる。

◆3 気道の確保
片手を額に当て、もう一方の手の人差し指と
中指の２本をあご先（骨のある硬い部分）に
当てて、頭を後ろにのけぞらせ、あご先を上
げて空気の通り道（気道）を確保する。

◆4 呼吸の確認
気道を確保したまま、①胸や腹部の上がり下
がりを見て、②息をする音を聞いて、③頬で
息を感じて、正常な呼吸をしているかどうか
を確認する。※しゃくり上げるような、途切れ
途切れの呼吸は、正常な呼吸ではない。

◆5 人工呼吸
額に当てた手の親指と人差し指で鼻をつま
み、大きく口を開け、胸が上がるのが分かる
程度の息を約１秒かけて吹き込む。これを2
回繰り返す。人工呼吸ができない場合は省
略して　 に移る。

◆6 心臓マッサージ（胸骨圧迫）
胸の真ん中を、重ねた両手で30回「強く、速
く、絶え間なく」胸が4～5㎝沈む程度、垂直
に圧迫する。その後、人工呼吸２回・心臓マッ
サージ30回のセットを救急隊に引き継ぐま
で絶え間なく続ける。

◆7 ＡＥＤの使用
AEDが届いたら音声に従って作業する。ま
ず電極パッドを傷病者の右上と左下の胸に
貼り付ける。AEDが自動的に心電図を解析
するので傷病者から離れる。電気ショックの準
備後「ショックボタンを押してください」とい
うメッセージが流れるので、周囲の人を離し
てボタンを押す。電気ショックが完了したら、
すぐに   を5サイクル程度繰り返す。2分ほ
ど経ったら、AEDがまた自動的に心電図の解
析をはじめるので、音声に従う。

◆6  

◆6  

開催予定
講習時間
講習内容

※10人以上の団体の場合、応急手当指導員が出向いて講習を行うこと
もできます。そのほか、一般救急講習なども実施していますので、詳
しくは消防局警防課（☎532-2199）までお問い合わせください。

毎月9日（土・日曜日、祝日の場合は次の平日）
3時間（午前9時～正午）
心肺蘇生法や自動体外式除細動器（AED）の使用方法、
大出血時の止血法　など

し
ん
ぱ
い
そ
せ
い
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お問い合わせ　消防局警防課　☎532-2199 特集／「もしも」のために、今できること

「救急の日」は、救急医療および救急業務に対する理解と認識を深めるため、昭和57年に制定されました。

救
急

救
命

火
事
で
す

救
急
で
す

「
○
○
町
○
丁
目
○
番
○
号
○
○
ビ
ル
　
○
号
室
」

救
助
で
す

町
名
、番
地
を
は
っ
き
り
と
、部
屋
番
号
も

具
体
的
に
、は
っ
き
り
と

慌
て
ず
、落
ち
着
い
て

＊意識は・呼吸は・脈は？

＊建物か・車両か・原野か

例：家の2階が
　 燃えています 

例：70歳の父が急に倒れ、
　 返事をしません

例：交通事故で
　 車内に2人閉じ
　 込められています

携
帯
電
話
で
は
違
う
地
域
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、携
帯
で
の
通

報
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、必
ず
現
在
地
や
付
近
の
目
標
と
な
る
建
物
な
ど

を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

「もしも」に役立つ心肺蘇生法

消防局 普通救命講習

　

救
急
の
現
場
で
、ほ
と
ん
ど
の
場
合
ま
ず
駆
け
付
け
る
の
が

「
救
急
車
」で
す
。救
急
車
は
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
重
い
病
気
や
け
が
の

人
を
一
刻
も
早
く
医
療
機
関
へ
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
も
し
も
」の
と
き
に「
助
け
る
命
」。「
助
か
る
命
」の
た
め
に
も
う
一
度

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

あ
な
た
の
周
囲
に
い
る
人
が
突
然
倒
れ
、呼
吸
も
止
ま
っ
て
い
る
。

時
間
と
と
も
に
低
下
す
る
生
存
率
。

　
「
も
し
も
」の
と
き
に
救
急
救
命
の
最
前
線
に
い
る
の
は「
あ
な
た
」で
す
。

　

そ
の
と
き「
あ
な
た
」が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
…
。

そ
う
、「
心
肺
蘇
生
」で
す
。

火
事
で
す
か
？

救
急
で
す
か
？場

所
は
ど
こ
で
す
か
？

ど
の
よ
う
な
状
況
で
す
か
？

最
後
に
あ
な
た
の
お
名
前
、電
話
番
号
は
？

1
1
9
番
通
報
を
し
た
ら

フ
ァ
ク
ス
か
ら

1
1
9
番
通
報
が
で
き
ま
す

救
急
車
は
本
当
に
必
要
な
と
き
に
！

聴
覚・言
語
障
が
い
を
お
持
ち
の
人
へ

南消防署

小翠 正治消防司令補

　

市
内
の
救
急
車
の
出
場
件
数
は
年
々
急
増

し
、平
成
21
年
は
1
万
4
、9
2
4
件
で
、実
際
に

救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
人
は
1
万
3
、

6
9
1
人
で
し
た
。そ
の
う
ち
救
急
車
の
必

要
が
な
い
と
思
わ
れ
る
軽
症
の
人
が
全
体

の
約
4
割
ほ
ど
で
、そ
の
数
も
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

不
必
要
な
利
用
が
増
え
る
と
、救
急
車

が
遠
方
か
ら
出
場
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
、本
来
必
要
な
出
場
に
時
間
が
か
か

り
、1
分
1
秒
を
争
う「
助
か
る
命
」を
救

え
な
く
な
り
ま
す
。

　

救
急
車
は
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
重
い
病
気
や

け
が
の
人
を
、一
刻
も
早
く
病
院
へ
搬
送
す
る
た

め
に
利
用
す
る
も
の
で
す
。

　

病
院
ま
で
自
力
で
行
け
る
よ
う
な
人
が
救
急
車

を
利
用
す
る
と
、重
症
や
危
篤
状
態
の
人
の
搬
送

に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

　

正
し
い
救
急
車
の
利
用
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

迅
速
に
通
報
で
き
る
よ
う
、普
段
か
ら
フ
ァ
ク
ス
の
近

く
に
住
所（
建
物
名
称
や
部
屋
番
号
）、氏
名
な
ど
を
記
入

し
た
用
紙
を
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。で
き
る

だ
け
具
体
的
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

局番なし 119番
⇩

送信ボタン
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9月21日は世界アルツハイマーデーです
市保健所　認知症の悩み電話相談

地域包括支援センター（各中学校区）、
中央保健センター、東部・西部保健福祉センター

月～金曜日（祝日を除く）　
午前9時～午後4時30分

㈳認知症の人と家族の会　大分県支部

☎537-1165
み   な　　　い   い  ろう  ご

◎認知症電話相談　火・水・木・金曜日
　　　　　　　　　午前10時～午後3時
◎つどい　毎月第4水曜日　午前10時～午後2時30分

県社会福祉介護研修センター内（明野東）

「敬老の日施設優待券」が利用できる
施設と利用内容のお知らせ お問い合わせ　

長寿福祉課　☎537-5679

丹生温泉 和みの湯（丹生）

入浴施設名 入浴施設名サービス期間 サービス内容 サービス内容

（順不同）

9月15日～21日のうち1回

9月19日・20日
入浴料

無　料

明野アサヒ温泉（明野東）

北下郡アサヒ温泉（下郡）

クリスタル温泉（北下郡）

　　　　　　　　　　　　「敬老の日施設優待券」は下記施設で配布しています。
本人または代理人が満70歳以上（9月15日現在）を証明する物（例・ワンコインバス乗車証、ワンコインバスカード、運転免許
証、健康保険証など）を持参して、「敬老の日施設優待券」を受け取ってください。（1人1枚限り）
※各サービスを利用するには「敬老の日施設優待券」が必要です。

敬老の日
施設優待券
配布場所

満70歳以上の皆さんへ

●長寿福祉課（本庁舎1階および第2庁舎2階）  
●各支所   ●明野出張所   ●各地区公民館   ●各校区公民館  
●各老人いこいの家   ●各地域包括支援センター  
●市社会福祉協議会（碩田町三丁目）

サービス期間

9月20日のみ
入浴料無料（大浴場）

入浴料150円割引

入浴料100円割引

入館料840円割引

9月20日～26日

9月1日～30日

9月1日～30日

炭酸美肌温泉らんぷの湯
　高松店（高松東）
　花園店（羽屋）

ぽかぽか温泉秘湯森の湯（森）

いかりやま温泉（片島）

舞子浜温泉センター（政所）

◉すべてのサービスは、各施設のご厚意で支えられています。

9月19日・20日

9月20日～22日

9月20日～26日

新湊温泉（生石）

豊の国健康ランド（南春日町）

おおいた温泉物語 
三川の湯（三川新町）

独自サービス入浴施設《ご利用の際は、窓口で「敬老の日施設優待券」をお見せください》

施設（団体）名 電話番号 サービス期間 サービス内容 付添人

優待施設《ご利用の際は、窓口で「敬老の日施設優待券」をお見せください》

セントレジャー城島高原パーク 0977-22-1165 9月1日～30日 入園料無料

入園料無料
さるっこレール無料

入園料無料
（ジャングルバス有料）

別府タワー（展望のみ） 0977-21-3939

0977-66-1577

532-5010

9月15日～21日

9月16日～21日

9月18日～30日

9月18日～20日

展望料無料

入園料無料

入浴料無料

2人まで無料

1人のみ半額

5人まで大人200円割引
子ども100円割引

海地獄、鬼石坊主地獄、山地獄、かまど地獄
鬼山地獄、白池地獄、血の池地獄、龍巻地獄
（8地獄）

別府地獄めぐり（別府地獄組合）

竹瓦温泉、田の湯温泉、不老泉、浜田温泉、柴石温泉、
永石温泉、浜脇温泉、海門寺温泉、堀田温泉

別府市営温泉

高崎山自然動物園

観覧料無料
554-5800

549-0880

0978-48-2331

9月18日～30日
休館日21日・27日

9月18日～30日
休館日21日・24日・27日

市美術館

市歴史資料館

九州自然動物公園アフリカンサファリ

入館料無料
9月20日のみ

534-1010大分マリーンパレス水族館「うみたまご」
入園料無料0977-22-1301別府ラクテンチ

入場料（棚湯入浴）300円 1人のみ棚湯600円
9月20日のみ

0977-24-1141スギノイパレス

入湯料570円

割引サービスなど

60歳以上の人に限り
鑑賞料1,000円

9月12日～19日

9月7日～9日のうち1日のみ

通年（対象外の作品もあり）

0977-66-2221別府温泉保養ランド

市鍼灸マッサージ師会（会加入の鍼灸院)
美容組合（組合加入店のうち協力店）
理容組合（組合加入店のうち♡ステッカーの店）

（定期観光バスのご利用
 は有料）

（竹瓦温泉砂湯、柴石温
 泉家族湯は有料）無

料
サ
ー
ビ
ス

割
引
サ
ー
ビ
ス

各店（院）へお問
い合わせのうえ、
ご利用ください。

各温泉施設へお問
い合わせのうえ、ご
利用ください。

各映画館へお問い合わ
せのうえ、ご利用ください。市映画協会（市内全映画館)お問い合わせ　長寿福祉課　☎537-5771

　アルツハイマー病は認知症の一種です。認知症は、だれでも
なる可能性のある病気です。認知症を正しく理解し、本人や家
族を地域全体で支えていきましょう。

●近くでゆっくり話しましょう。
●言葉だけでなく、相づちをうったり、軽いスキンシップをするなど
　のコミュニケーションも有効です。
●責めたりしかったりするのではなく、
本人の気持ちを受け止めましょう。

●分かりやすい言葉で一つずつ伝えましょう。
●その人らしさを大切にしましょう。
●孤独にさせないようにしましょう。

上
手
に
接
す
る
コ
ツ

認知症に関する相談窓口

☎・　552-6897

　市では市民の皆さんが、がんに対してどのような考えを持っているのか
を把握し、今後のがん対策に活用するため、がん予防に関する意識調査を
実施します。無作為に抽出された約4,500人の市民を対象に、9月上旬に
調査票を郵送します。

お問い合わせ　保健所健康課　☎536-25169月はがん征圧月間です

9月は健康増進普及月間です

　運動、食事、喫煙などの普段からの生活習慣を振り返り、糖尿病・
がん・心臓病・脳卒中などの「生活習慣病」を予防し、健康の保持、増
進に取り組みましょう。
　市では、各保健福祉センターや保健指導室で健康相談会など健
康に関する催しを開催しています。気軽にお立ち寄りください。

「大分市がん予防に関する市民意識・行動調査」にご協力ください

◉9月13日㈪　午前9時30分～正午、午後1時～3時
　鶴崎市民行政センター ロビー、稙田市民行政センター ロビー
◉9月13日㈪・27日㈪　午後1時～4時
　健康センターひまわり
◉9月18日㈯　午前10時～午後3時
　大分スポーツ公園多目的広場（同日開催のおおいたスポーツ広場会場内）

10月13日・20日・27日、11月10日・1７日、
23年3月2日〈全6回 水曜日〉
午後1時30分～4時
コンパルホール　5階体育室
（10月13日のみ3階304会議室）
生活習慣病に関する講座、運動実技
30人（先着順）
電話で、9月1日㈬～10月1日㈮に中央保健セ
ンター（☎536-2517）へ。

月　日

時　間
場　所

内　容
定　員
申込み

早期のがんは自覚症状がほとんどありません。早期発見・早期治療が大切です。

健康相談会開催（健康相談・血圧測定・体脂肪測定など）

★ダイエットを始めたけど一人じゃなかなか続かない…。
★メタボが気になる。　
★きついダイエットはしたくないけど、減量はしたい。

無料

健康寿命を延ばしましょう 1カ月1kgダウン！らく楽ダイエット教室

定期的にがん検診を受けましょう
大分市では　40歳以上の市民を対象に、肺がん、胃がん、大腸がん、前立腺がん（50歳以上）、乳がん（30歳以
上）、子宮頸がん（20歳以上）の検診を地域巡回などで実施しています。詳しい検診内容は、毎月15日号の市報をご覧
ください。 ※乳がん、子宮頸がん検診は、22年度に偶数年齢になる人が対象です。
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～トップアスリートといい汗流そう～

おおいたスポーツ広場 大分トリニータ、大分三好ヴァイセアドラー、
バサジィ大分、大分ヒートデビルズ、
大分トリニータレディース、
キヤノンアスリートクラブ九州（女子陸上）

メイン会場［大分銀行ドーム］
サブ会場［多目的広場］大分トリニータレディース交流会

［午前10時15分～10時45分］
ニュースポーツ体験
［午前10時～午後3時］

マスコットキャラクターかけっこ大会
［午前10時55分～11時25分］

ウオーキング・ジョギング教室
［午前11時35分～午後0時30分］

4チーム選手交流会4チーム選手交流会
［午後1時25分～2時50分］

●「おおいたホームタウン推進協議会」
　  シンボルマーク・愛称の発表

大分トリニータレディースの選手と小学生（女子）が
キックボウリングやドリブル競争で対決！

ソフトブーメランやディスゲッターな
ど、だれでも楽しめるニュースポーツ
器具を貸し出します。みんなで楽しく
身体を動かそう。クラブマスコットをはじめ、めじろんやカボたん、もりりんなど

約20体のマスコットキャラクターが大集合！

人気アトラクションが満載
［午前10時～午後3時］
フードコーナー、お楽しみコーナー、特設コーナーなど
イベントがいっぱい！

キヤノンアスリートクラブ九州の選手によるウオーキング・
ジョギング教室で正しい歩き方、走り方をマスターしよう！

大分トリニータ、大分三好ヴァイセアドラー、
バサジィ大分、大分ヒートデビルズの選手と
キックタ－ゲットやフリースロー大会、
バレーボール体験などで盛り上がろう！

バサジィ大分

　国内トップクラスのリーグに属するスポーツチー
ムが、地域住民と協働で地域への愛着や誇り、一体
感を育むことで、まちづくりに寄与するスポーツ活
動です。

ホームタウンスポーツとは

◯c2008 O.FC

◯c2010 大分市

◯c  OITA F.C.

◯c OITA F.C.

◯cVASARU Design /Sadami  Fujisawa

◯cPhoto by Vasagey Oita ◯cMisaki Abe/Oita HeatDevils/bj-league

大分スポーツ公園 大分銀行ドーム・多目的広場9月18日㈯ 午前10時～午後3時　

参加チーム

※来場の際は運動のできる服装でお越しください。　
※天候によりイベント内容の変更などがある場合がありますので、ご了承ください。

大分トリニータ

大分ヒートデビルズ

大分三好ヴァイセアドラー

大友氏遺跡フェスタ2010 
 『みんなで語ろう 大友氏遺跡とまちづくり』
大友氏遺跡フェスタ2010 
 『みんなで語ろう 大友氏遺跡とまちづくり』
大友氏遺跡フェスタ2010 
 『みんなで語ろう 大友氏遺跡とまちづくり』

お問い合わせ　文化財課　☎537-5639

お問い合わせ　文化国際課　☎537-5663

　大友氏にゆかりの史跡を巡る大友府内旧跡めぐりや、大友氏遺跡などの発掘現場での遺跡説明会、大友氏に関連する
まちづくり、ものづくり、史跡公園の利用方法などについて皆さんと意見交換を行うシンポジウムを開催します。

参加無
料

日時
集合場所

内容

対象
定員
受付期間
申込み

その他

10月2日㈯　午前9時30分～正午
大友氏遺跡体験学習館
※臨時駐車場あり
大友氏にゆかりのある場所や大友氏館跡の
発掘現場を解説しながら案内します。
小学5年生以上
90人（先着順）
9月1日㈬～26日㈰
電話または直接、大友氏遺跡体験学習館
（大字大分4257番地　☎544-5011）へ。
動きやすい服装でお越しください。
水分補給などは各自でお願いします。
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場所
内容

10月3日㈰　午前9時30分～10時40分
大友氏館跡（発掘調査現場）※臨時駐車場あり
発掘調査中の大友氏館跡の状況や発掘された品々の公開と
現在までの調査成果を解説します。

大友府内旧跡めぐり 大友氏遺跡現地説明会

日時
場所
内容

10月3日㈰　午後１時～4時
大分銀行赤レンガ館2階ホール（府内町）
市と「歴史・文化・自然遺産を大切にしたい」という市民や団
体が協働で開催し、大友氏遺跡を活用したまちづくりについ
て意見交換を行います。

大友氏遺跡および周辺の文化財
の説明ガイド、大友氏に関する広
報・宣伝活動、大友氏遺跡周辺の
清掃活動など

大友宗麟や大友氏の遺跡
に興味がある個人や団体大友氏遺跡シンポジウム

「みんなで語ろう 大友氏遺跡とまちづくり」

参加
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2010
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集
！

市役所 本庁舎 第2庁舎　〒870‐8504  荷揚町2番31号

お
問
い
合
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せ　

公
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緑
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課　
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・
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5

広げよう！ホームタウンの輪広げよう！ホームタウンの輪広げよう！ホームタウンの輪

おおいたホームタウン推進協議会 検索

内　容

対　象

電話またはファクス、はがき
で住所、氏名、電話番号を記
入し、９月10日㈮までに文
化財課（第2庁舎　　５３６-０
４３５）へ。

申込み

大友氏遺跡
市民応援隊募集
仮
称

日時 場所 

30
午
前
10
時
〜
10
時
30
分

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

大
字
丸
亀（
高
田
地
区
）

大
野
川
左
岸

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、は
が

き
で
住
所
、氏
名（
団
体
は
参

加
者
全
員
）、年
齢
、電
話
番

号
、参
加
人
数
と
一
般
参
加
・

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ど
ち

ら
か
を
記
入
し
、9
月
1
日
㈬

〜　

日
㈭
に
公
園
緑
地
課

（
本
庁
舎

 

5
3
8
・
1
2

4
9
）へ
。参
加
通
知
を
後
日

郵
送
し
ま
す
。

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
も

植
樹
で
き
ま
す
。

30

ディスゲッターディスゲッター

H22.9.1H22.9.1 89



11 H22.9.1 H22.9.1 10 

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、前
年
度

ま
で
の
国
民
健
康
保
険
税
完
納
世
帯

の
人
が
、市
指
定
の
鍼
灸
院
で
、施
術

を
受
け
た
場
合
は
、１
日
１
回
に
つ
き

１
、１
０
０
円
を
補
助
し
て
い
ま
す
。利

用
で
き
る
回
数
は
、施
設
利
用
者
証
を

申
請
し
た
月
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、原
則
と
し
て
65

歳
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
が
、希
望
す
れ

ば
60
歳
以
後
い
つ
か
ら
で
も
受
け
ら
れ

ま
す
。た
だ
し
、64
歳
以
前
か
ら
繰
り
上

げ
て
受
け
る
場
合
は
減
額
さ
れ
、65
歳

以
降
に
繰
り
下
げ
て
受
け
る
場
合
は

　

８
月
か
ら
父
子
家
庭
の
父
も
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
対
象
に
な
り
ま
し

た
。受
給
す
る
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。子
育
て
支
援
課
で
支
給
要
件
、必

要
書
類
を
確
認
し
11
月
末
ま
で
に
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

子
育
て
支
援
課（
☎
５
３
７
・
５

７
９
３
）

　

こ
の
猶
予
期
限
の
対
象
者
は
次
の

い
ず
れ
か
で
す
。

①
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
か
っ
た
人

②
中
学
２
・
３
年
生
を
養
育
し
、児
童
手

当
を
受
給
し
て
い
た
人

問　

子
育
て
支
援
課（
☎
５
３
７
・
５

７
９
３
）

　

固
定
資
産
税
を
適
正
に
課
税
す
る
た

め
に
土
地
や
家
屋
の
実
地
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
固
定
資
産
評
価
補
助
員

証
」を
携
帯
し
た
資
産
税
課
職
員
が
調

査
に
伺
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
●

本
庁
・
明
野
出
張
所
管
内
…
資

産
税
課（
土
地
☎
５
３
７
・
７
２
８
６
、

家
屋
☎
５
３
７
・
７
２
９
１
）　
●

鶴
崎
・

大
在
・
坂
ノ
市
・
佐
賀
関
支
所
管
内
…

東
部
資
産
税
事
務
所（
☎
５
２
７
・
２
１

３
２
）　

●

稙
田
・
大
南
・
野
津
原
支
所

管
内
…
西
部
資
産
税
事
務
所（
☎
５
４

１
・
１
４
０
６
）

◆
し
尿
の
処
理　

く
み
取
り
式
ト
イ

レ
の
し
尿
収
集
は
市
民
課
、各
支
所
、明

野
出
張
所
、北
部
清
掃
事
業
所
の
窓
口

で
、事
前
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
浄
化
槽
の
清
掃　

市
長
の
許
可
を

受
け
た「
浄
化
槽
清
掃
業
許
可
業
者
」

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
清
掃
管
理
課（
☎
５
３
７
・
５
６
２
４
）

◆
日
時　

第
１
・
第
３
金
曜
日
、第
１

日
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◆
場
所　

ラ
イ
フ
パ
ル

◆
内
容　
●

就
労
活
動
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
、情
報
提
供　

●

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
内
容
の
紹
介　
●

退
職
後

の
人
生
設
計
に
あ
た
っ
て
の
簡
易
な
相

談
受
付（
市
事
業
の
紹
介
）

◆
対
象　

お
お
む
ね
60
歳
〜
65
歳
の

市
内
居
住
者

　

計
量
法
第
19
条
に
よ
り「
は
か
り
」

を
取
引
ま
た
は
証
明
に
使
用
し
て
い

る
人
は
、２
年
に
１
回
、市
ま
た
は
計

量
士
の
行
う
定
期
検
査
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
は
支
所
管
内（
野
津
原
支
所

管
内
を
除
く
）お
よ
び
明
野
出
張
所
管

内
で
使
用
し
て
い
る
電
気
式
以
外
の

「
は
か
り
」に
つ
い
て
、９
月
６
日
㈪
〜

11
月
12
日
㈮
に
巡
回
し
て
定
期
検
査

を
行
い
ま
す
。

問　
商
工
労
政
課（
☎
５
３
７
・
５
６
２
５
）

　

10
月
受
診
分
か
ら
入
院
に
か
か
る

医
療
費
の
助
成
対
象
年
齢
を
中
学
生

ま
で
に
拡
大
し
、自
己
負
担
額
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
の
で
、申
請
を
し
て
受

給
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。な
お
、乳
幼
児
医
療
費
助
成
受

給
資
格
者
証
を
持
っ
て
い
る
人
は
手
続

き
不
要
で
す
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の　

健
康
保
険

証
、印
鑑
、振
込
先
の
通
帳

◆
申
込
み　

子
育
て
支
援
課（
本
庁

舎
１
階
⑪
番
窓
口
）、東
部
・
西
部
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、各
支
所
、明
野
出
張

所
、本
神
崎
・一
尺
屋
連
絡
所

◆
申
請
に
必
要
な
も
の　

国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証（
カ
ー
ド
）、世
帯
主

の
印
鑑

◆
そ
の
他　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
対
象
者（
市
民
税
・
県
民
税
非
課
税

者
）は
、長
寿
福
祉
課
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

◆
申
込
み　

国
保
年
金
課
本
庁
舎
１

階
⑨
番
窓
口
ま
た
は
各
支
所
、明
野
出

張
所
、本
神
崎
・一
尺
屋
連
絡
所

問　
国
保
年
金
課（
☎
５
３
７
・
５
７
３
５
）

お
知
ら
せ

増
額
さ
れ
ま
す
。一
度
減
額
・
増
額
さ
れ

た
支
給
率
は
、生
涯
変
わ
り
ま
せ
ん
。

問　
国
民
年
金
室（
☎
５
３
７
・
５
６
１
７
）

◆
作
家　

北
村
直
登
氏

◆
作
品　

新
作
キ
ャ
ン
バ
ス
、ポ
ス
ト

カ
ー
ド

問　
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ（
☎
５
３
８
・
５

０
０
０
）

◆
相
談
員　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
Ｏ
Ｂ
職

員
、市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
職
員

問　
商
工
労
政
課（
☎
５
３
７
・
５
９
６
４
）

問　

子
育
て
支
援
課（
☎
５
３
７
・
５

７
９
６
）

野津原支所内に多世代交流プラザを移転し、
９月１日㈬から野津原市民センターを開設します。
センター内の施設・お問い合わせ
野津原支所、多目的ホール……
野津原保健指導室………………
多世代交流プラザ………………

☎５８８-１１１１
☎５８８-１８８０
☎５８８-１１５１

バス停
公園
金融機関
医療機関

●建ぺい率／60％　●容積率／200％　※土地の地耐力の調査はしていません。　※掲載情報は22年8月13日現在

坂
ノ
市
の
保
留
地
販
売
中

保留地番号 地積（㎡） 販売価格（円） 用途地域
139
210
261

第1種住居
第2種住居

第2種中高層住居専用

799.00
559.07
520.08

16,619,000
13,529,000
14,198,000

お
問
い
合
わ
せ　
三
佐
北
・
細
地
区
住
環
境
整
備
事
務
所　
☎
5
2
7
・
2
1
4
6

　

小
・
中
学
校
、公
園
、郵
便
局
、金
融
機
関
、医

療
機
関
、ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が
そ
ろ
い

便
利
で
静
か
な
住
環
境
が
望
め
ま
す
。

　

坂
ノ
市
で
暮
ら
し
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
い
資
料
を
、ま
ち
な

み
整
備
課
、三
佐
北
・
細
地

区
住
環
境
整
備
事
務
所

（
鶴
崎
市
民
行
政
セ
ン
タ
ー

3
階
）で
差
し
上
げ
ま
す
。

スーパーマーケット

坂ノ市
中学校

至
臼
杵

坂ノ市
小学校

坂ノ市
支所

坂ノ市
郵便局

交番

坂ノ市公民館

小
佐
井

小
学
校

丹
　
生
　
川

保留地位置図
至
佐
賀
関

坂ノ市駅

日吉原レジャー
プール262

139

278

269

268

275

273

210

267

197

至大分
　市街

N

261

274

お問い合わせ　教育企画課　☎537-5903 大分市隣接校選択制 検索

隣接校選択制のお知らせ23年度

中学校(受入定員・学校公開日)

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13

中学校名 定員 公  開  日
碩 田
上野ヶ丘
王 子
大 分 西
南 大 分
城 南
滝 尾
城 東
原 川
明 野
鶴 崎
大 東
東 陽

15人
5人
15人
15人
5人
5人
5人
10人
15人
5人
10人
5人
15人

10/29㈮、11/1㈪・2㈫・４㈭
11/1㈪・2㈫・４㈭・5㈮
11/1㈪・11㈭・12㈮・13㈯
11/1㈪・2㈫・4㈭・5㈮
10/22㈮・25㈪・27㈬・28㈭
11/2㈫・4㈭・5㈮・20㈯
10/29㈮、11/1㈪・2㈫・４㈭
10/27㈬・28㈭・29㈮・30㈯
11/1㈪・2㈫・3㈬・5㈮
10/29㈮、11/1㈪・2㈫・４㈭
11/1㈪・2㈫・4㈭・5㈮
10/27㈬・28㈭・29㈮、11/1㈪
11/1㈪・2㈫・4㈭・14㈰

10/28㈭・29㈮・30㈯・31㈰
10/30㈯、11/2㈫・4㈭・5㈮
9/19㈰、10/12㈫、11/1㈪・3㈬
10/27㈬・29㈮、11/1㈪・2㈫
10/27㈬・28㈭・29㈮・30㈯
10/25㈪・27㈬・31㈰、11/1㈪
11/1㈪・2㈫・４㈭・5㈮
11/9㈫・10㈬・11㈭・12㈮
10/28㈭、11/16㈫・17㈬・25㈭
10/29㈮・30㈯、11/2㈫・4㈭
9/11㈯、11/1㈪・2㈫・3㈬
10/14㈭・15㈮、11/1㈪・3㈬
9/11㈯、10/12㈫・13㈬・31㈰
10/27㈬、11/1㈪・2㈫・3㈬

対 象 者
受 入 定 員
学校公開日

23年度に市立小・中学校へ入学予定の新1年生
下表のとおり設定しています。定員を超える場合は、公開抽せんをします。
すべての小・中学校で9月～11月にかけて設定しています。（小学校については、8月15日号の市報でお知らせしています）

　小・中学校は、居住地によって定められた指定校に入学することが原則ですが、指定校
に隣接する通学区の学校（隣接校）へ入学を希望することもできます。
　この制度では、児童・生徒および保護者が通学の距離や安全性、各学校の特色などを考
慮して、学校（隣接校）を選択することができます。

※学校公開では授業の様子などをご覧いただけますが、時間・内容の
　詳細については、各中学校にお問い合わせください。なお、市ホームページに、詳細な情報を掲載しています。
※授業などを参観する際には、名札の着用、名簿の記入などにご協力ください。
※申請要項を9月1日㈬から各中学校、教育企画課で配布します。市ホームページからもダウンロードできます。

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27

中学校名 定員 公  開  日
戸 次
吉 野
竹 中
判 田
稙 田
稙 田 東
稙 田 西
稙 田 南
賀 来
大 在
坂 ノ 市
神 崎
佐 賀 関
野 津 原

5人
5人
5人
5人
5人
5人
5人
5人
5人
5人
5人
10人
10人
10人

保留地番号 地積（㎡） 販売価格（円） 用途地域
262
267
268
269
273
274
275
278

第1種住居
第1種住居
第1種住居
第1種住居
第1種住居
第2種住居
第2種住居
第1種住居

402.98
350.30
700.66
280.33
939.24
184.01
175.65
963.98

10,114,000
13,556,000
14,153,000
7,316,000
17,094,000
7,231,000
6,780,000
12,435,000

は
り
、き
ゅ
う
、あ
ん
ま
、マ
ッ
サ
ー
ジ

な
ど
の
施
設
利
用
を
補
助
し
て
い
ま
す

老
齢
基
礎
年
金
に
は
繰
り
上
げ
支

給
と
繰
り
下
げ
支
給
が
あ
り
ま
す

「
父
子
家
庭
の
父
」も
児
童
扶
養

手
当
の
対
象
に
な
り
ま
し
た

子
ど
も
手
当
の
申
請
猶
予
期
限
は

９
月
30
日
㈭
ま
で
で
す

野津原市民センターを
開設します

土
地
や
家
屋
の
実
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

し
尿
の
処
理
・
浄
化
槽
の
清
掃
に
つ
い
て

「
団
塊
世
代
！
や
り
た
い
こ
と
応
援

相
談
窓
口
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

電
気
式
以
外
の「
は
か
り
」の

巡
回
定
期
検
査
を
行
い
ま
す

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
が
子
ど
も

医
療
費
助
成
制
度
に
変
わ
り
ま
す

利
用
で
き
る
回
数

申
請
し
た
月

9
月
ま
で

10
月
〜
12
月

1
月
〜
3
月

36
回

24
回

12
回

し
ん
き
ゅ
う

◆
個
人
の
部　
●
優
秀
賞
…
安
藤
輝
雄

（
上
判
田
）　

●

優
良
賞
…
成
田
昭
義

（
旦
野
原
）、小
翠
輝
信（
廻
栖
野
）　
●
奨

励
賞
…
飯
倉
一
實（
廻
栖
野
）、戸
次
久

司（
高
江
北
）、三
重
野
文
子（
上
戸
次
）

◆
団
体
の
部　
●

優
秀
賞
…
住
床
老

22
年
度
ヒ
マ
ワ
リ
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
決
定

ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

シ
ョ
ッ
プ
に
新
作
を
追
加
し
ま
し
た

人
ク
ラ
ブ（
上
判
田
）　
●
優
良
賞
…
荏

隈
老
人
会（
荏
隈
）、上
冬
田
な
か
よ
し

会（
竹
中
）　
●
奨
励
賞
…
野
津
原
西
部

校
区（
上
詰
）、廻
栖
自
治
公
民
館（
廻

栖
野
）、萩
原
東
町
町
内
会（
萩
原
）

◆
学
校
の
部　
●

優
秀
賞
…
下
郡
小

学
校（
下
郡
）　
●
優
良
賞
…
ご
と
う
幼

稚
園（
畑
中
）、大
志
生
木
小
学
校（
志

生
木
）　

●

奨
励
賞
…
野
津
原
西
部
小

学
校（
上
詰
）、大
分
大
学
教
育
福
祉
科

学
部
附
属
幼
稚
園（
王
子
）、ひ
ま
わ
り

明
野
幼
稚
園（
明
野
東
）　

※
敬
称
略

問　
公
園
緑
地
課（
☎
５
３
７
・
５
９
７
５
）

９/1㈬
から

市役所　☎534-6111（夜間・休日☎534-6119）
市のホームページ http://www.city.oita.oita.jp/　市報おおいたに掲載している情報をご覧になれます。
携帯アドレス http://www.i-oita.net/oitatop.cgi

らしの
情報市場
らしの
情報市場

暮
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問保健所衛生課（☎536-2567）

日  時

場  所
内  容

9月23日㈭ 
午前10時～午後3時
平和市民公園　催し広場

●動物愛護推進幼稚園・小学校の表彰
●「愛犬・猫との写真コンテスト」表彰
　と作品展示
●飼い犬のしつけ方教室
●動物○×クイズ
●動物ふれあい広場＆動物スケッチ
など

親子ふれあい
動物フェスタ
親子ふれあい
動物フェスタ

　

該
当
者
で
振
り
込
み
の
な
い
人
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手

帳
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
所

持
し
て
い
る
人
で
申
請
し
て
い
な
い

人
は
、障
害
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
、

明
野
出
張
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
本
人
の
市
民
税
課
税
状
況
や
施
設

入
所
な
ど
に
よ
り
支
給
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
、本

人
名
義
の
預
金
口
座
番
号
、身
体
障
害

者
手
帳
、療
育
手
帳
、ま
た
は
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳

問　

障
害
福
祉
課（
☎
５
３
７
・
５
６

５
８　
　

５
３
７
・
１
４
１
１
）

◆
採
用
期
間　

10
月
１
日
㈮
〜
23
年

３
月
31
日
㈭

◆
内
容　

文
書
の
整
理
事
務
お
よ
び

パ
ソ
コ
ン
へ
の
デ
ー
タ
入
力
な
ど

◆
対
象　

市
内
に
居
住
し
、パ
ソ
コ
ン

操
作
が
で
き
、解
雇
や
継
続
雇
用
の
中

止
に
よ
り
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人

◆
採
用
人
数　

２
人

◆
選
考
方
法　

書
類
、面
接

◆
申
込
み
・
問　

必
要
事
項
を
記
入

　

市
で
は
、毎
年
11
月
に
、優
れ
た
技
能

を
有
す
る
技
能
者
の
表
彰
を
行
っ
て
い

ま
す
。市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
技

能
者
で
、次
に
該
当
す
る
人
を
推
薦
し

て
く
だ
さ
い
。

●
優
秀
技
能
賞
…
技
能
者
と
し
て
優
れ

た
技
能
を
有
し
、ほ
か
の
技
能
者
の
模

範
と
認
め
ら
れ
る
人
、ま
た
は
市
の
産

業
振
興
に
寄
与
し
た
人
。原
則
と
し
て

年
齢
50
歳
未
満
の
人
。

◆
申
込
み
・
問　

商
工
労
政
課
に
備

え
付
け
の
推
薦
用
紙（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

で
、９
月
30
日
㈭
ま
で
に
直
接
同
課

（
☎
５
３
７
・
５
９
６
４
）へ
。

　

家
事
・
買
物
・
付
き
添
い
な
ど
の
援

助
を
受
け
た
い
人（
依
頼
会
員
・
65
歳

以
上
ま
た
は
そ
の
三
親
等
内
の
家
族
）

が
、料
金（
６
０
０
円
〜
７
０
０
円
／

時
）を
、援
助
を
行
い
た
い
人（
援
助
会

員
・
20
歳
以
上
）に
支
払
っ
て
、会
員
同

士
で
援
助
し
合
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

◆
申
込
み　

セ
ン
タ
ー
に
、印
鑑
と

申
請
者
の
顔
写
真（
縦
２
・
７
㌢
×
横

２
・
４
㌢
）を
２
枚
持
参
し
て
く
だ
さ
い

（
申
請
者
が
家
族
の
場
合
は
家
族
の
顔

写
真
２
枚
と
援
助
を
受
け
た
い
高
齢

者
の
顔
写
真
を
１
枚
）。備
え
付
け
の

申
込
書
に
記
入
の
う
え
、簡
単
な
面
接

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。※
援
助
会

員
は
申
し
込
み
後
、８
時
間（
２
日
間
）

程
度
の
講
習
会
の
受
講
が
必
要
で
す
。

次
回
の
講
習
会
は
、10
月
８
日
㈮
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
、12
日
㈫

午
前
９
時
〜
正
午
で
す
。

◆
場
所
・
問　

市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー（
荷
揚
町
３
番
41

号　

☎
５
３
８
・
３
１
８
０〈
高
齢
者
支

◆
日
時　

10
月
３
日
㈰　

午
前
10
時

〜
午
後
２
時　

※
雨
天
中
止

◆
対
象　

大
分
市
・
由
布
市
居
住
の

個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

◆
出
店
商
品　

日
用
雑
貨
、衣
類
、お

も
ち
ゃ
、ス
ポ
ー
ツ
用
品
な
ど
で
使
用

可
能
な
物（
食
品
、動
植
物
、危
険
物
な

ど
は
不
可
）

◆
募
集
店
数
と
ス
ペ
ー
ス　

50
店（
多

数
時
は
抽
せ
ん
）、３
㍍
×
３
㍍
程
度

◆
期
間　
　

10
月
１
日
㈮
〜
23
年
３

月
31
日
㈭　
　

11
月
１
日
㈪
〜
23
年

３
月
31
日
㈭

◆
内
容　
●
米
粉
と
米
粉
パ
ン
ミ
ッ
ク

ス
粉
…
あ
わ
せ
て
５
㌔
ま
で

◆
対
象　

営
利
を
目
的
と
し
な
い
料

理
講
習
会
な
ど
を
開
催
す
る
市
内
に

住
所
を
有
す
る
個
人
ま
た
は
団
体

◆
補
助
要
件　

市
内
で
開
催
し
、お

お
む
ね
15
人
以
上
が
参
加
す
る
米
粉

を
中
心
と
し
た
料
理
講
習
会
な
ど
で

あ
る
こ
と
。な
お
、米
粉（
ミ
ッ
ク
ス

粉
）の
受
け
取
り
や
会
場
の
確
保
、参

加
者
の
募
集
、食
材
や
料
理
器
具
な
ど

の
準
備
は
申
請
者
が
行
う
こ
と
。

◆
申
込
み
・
問　
農
林
水
産
課
、各
支

所
、明
野
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
請

書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）に
必
要
事
項
を
記

入
し
、９
月
22
日
㈬（
必
着
）ま
で
に
同

◎
太
陽
撮
影
会
参
加
者

◆
日
時　

９
月
12
日
㈰　

午
前
10
時

〜
正
午（
天
候
不
良
の
場
合
は
中
止
）

◆
定
員　

10
人（
先
着
順
）

◆
持
参
品　

カ
メ
ラ（
携
帯
電
話
は

不
可
）、レ
リ
ー
ズ
、帽
子
な
ど

◎
親
子
ふ
れ
あ
い
自
然
観
察
会

◆
日
時　

９
月
12
日
㈰　

午
前
10
時

◆
日
時　

10
月
16
日
㈯　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午（
少
雨
決
行
、大
雨
時
は

10
月
30
日
㈯
に
延
期
）

◆
場
所　

高
尾
山
自
然
公
園

◆
定
員　

１
０
０
人（
多
数
時
は
抽

せ
ん
）

◆
申
込
み
・
問　

は
が
き
、フ
ァ
ク

ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
、参
加
者
全
員
の
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
記
入

し
、10
月
１
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
環
境

対
策
課（
本
庁
舎　

☎
５
３
７
・
５
７
５

８　
　

５
３
８
・
３
３
０
２ 　

kanky

◆
日
時　

９
月
18
日
㈯　

午
後
６
時

45
分
〜
９
時

◆
日
時　

10
月
10
日
㈰　

午
後
１
時

〜
３
時　
（
事
前
申
し
込
み
不
要
）

◆
場
所　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
３
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

◆
演
題　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
最
新

動
向
と
今
後
の
展
望
」

◆
講
師　

金
谷
年
展
氏（
慶
應
義
塾

大
学
大
学
院
教
授
）

問　
環
境
対
策
課（
☎
５
３
７
・
５
７
５
８
）

◆
月
日　

９
月
23
日
㈭

◆
内
容　
●
名
月
コ
ン
サ
ー
ト　

午
後

７
時
〜
７
時
50
分　
●

天
文
講
演
会　

午
後
８
時
〜
８
時
50
分　
●

お
月
見
会

午
後
８
時
50
分
〜
９
時
30
分

◆
参
加
料　

入
館
料（
大
人
４
０
０
円
、

高
校
生
２
０
０
円
、中
学
生
以
下
無
料
）

◆
場
所
・
問　
関
崎
海
星
館（
☎
５
７

４
・
０
１
０
０
）へ
。

　

大
分
市
お
よ
び
由
布
市（
広
域
圏
）

◆
月
日
・
場
所　
●

10
月
４
日
㈪　

稙

田
市
民
行
政
セ
ン
タ
ー　
●

10
月
５
日

㈫　

坂
ノ
市
公
民
館　
●

10
月
６
日
㈬

◎
観
月
祭

◆
日
時　

９
月
22
日
㈬　

午
後
６
時

30
分
〜
９
時
30
分

◎
能
楽
の
祭
典

◆
日
時　

10
月
10
日
㈰　

正
午（
開
場

は
午
前
11
時
30
分
）

◆
出
演　

馬
野
正
基
氏（
観
世
流
）、浅

見
真
州
氏（
観
世
流
）

◆
料
金　

S
席
４
、０
０
０
円　

A
席

３
、０
０
０
円　

B
席
２
、０
０
０
円

（
全
席
指
定
）

◆
日
時　

10
月
16
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
17
日
㈰
午
後
１
時
30
分

◆
内
容　

ミ
ニ
釣
り
体
験
、と
こ
ろ
て

ん
作
り
、カ
ヌ
ー
、フ
ィ
リ
ピ
ン
人
研
修

生
と
の
交
流
会

◆
対
象　

小
学
４
年
生
〜
中
学
生

◆
定
員　

50
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
参
加
料　

１
人
２
、２
３
０
円（
食

事
代
、シ
ー
ツ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
ほ
か
）

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　
電
話
で
、10

月
２
日
㈯
正
午
ま
で
に
、う
す
き
少
年

自
然
の
家（
☎
０
９
７
２
・
６
７
・
２
２

０
０
）へ
。

◆
日
時
と
見
学
工
場

◆
対
象　
小
学
５
年
生
以
上

◆
定
員　

各
30
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
申
込
み
・
問　

往
復
は
が
き
に
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、見
学
希
望
の
企

業
の
番
号（
複
数
可
）を
記
入
し
、９
月

16
日
㈭（
必
着
）ま
で
に
商
工
労
政
課

（
本
庁
舎　

☎
５
３
７
・
５
９
５
９
）へ
。

課（
本
庁
舎　

☎
５
３
７
・
５
７
９
９
）へ
。

〜
午
後
０
時
30
分

◆
内
容　

関
崎
周
辺
の
鳥
類
・
昆
虫

類
の
観
察

◆
定
員　

親
子
20
組（
先
着
順
）　

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
ま
た
は
大

人
の
同
伴
者
が
必
要

◆
申
込
み　

電
話
で
９
月
１
日
㈬
〜

９
月
11
日
㈯
に
同
館
へ
。

☆
参
加
料　

入
館
料（
大
人
４
０
０
円
、

高
校
生
２
０
０
円
、中
学
生
以
下
無
料
）

◆
日
時　

９
月
26
日
㈰　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時

◆
定
員　

25
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
対
象　

各
種
団
体
・
グ
ル
ー
プ

◆
参
加
料　

１
人
１
、０
０
０
円

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　

は
が
き
に
団

体
名
、代
表
者
の
住
所
・
氏
名
、電
話
番

号
を
記
入
し
、
９
月
17
日
㈮（
必
着
）ま

で
に
公
設
地
方
卸
売
市
場
管
理
事
務
所

（
〒
８
７
０
‐
０
０
１
８　

豊
海
三
丁
目

２
番
１
号　

☎
５
３
３
・
３
１
１
３
）へ
。

o
ta
i5
@
c
ity.o

ita
.o
ita
.jp

）へ
。

し
た
履
歴
書（
写
真
貼
付
）と
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を
添
え
て
、直
接
ま

た
は
郵
送
で
、９
月
10
日
㈮（
消
印
有

効
）ま
で
に
生
活
福
祉
課（
第
２
庁
舎

☎
５
３
７
・
５
６
２
１
）へ
。

◆
内
容　

天
体
観
測
、星
座
観
察
、天

文
講
座

◆
対
象　

大
分
市
お
よ
び
豊
後
大
野

市
大
野
町
居
住
者

◆
そ
の
他　

家
族
、グ
ル
ー
プ
単
位

で
、宿
泊
で
き
ま
す（
電
話
で
、９
月
８

日
㈬
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
）。

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　
電
話
で
、９

月
17
日
㈮
ま
で
に
、の
つ
は
る
少
年
自

然
の
家（
☎
５
８
９
・
２
２
１
１
）へ
。

援
用
〉）　

鶴
崎
市
民
行
政
セ
ン
タ
ー　

●

10
月
７

日
㈭　

大
南
公
民
館　
●

10
月
８
日
㈮

佐
賀
関
市
民
セ
ン
タ
ー

◆
時
間　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時　

◆
相
談
員　

身
体
障
が
い
者
・
知
的
障

が
い
者
相
談
員
、障
害
福
祉
課
職
員
ほ
か

問　
障
害
福
祉
課（
☎
５
３
７
・
５
６
５
８
）

に
居
住
の
人
を
対
象
と
し
た
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
各
種

教
室
・
講
座
を
開
講
し
ま
す
。教
室
・

講
座
の
内
容
な
ど
は
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
問　

往
復
は
が
き
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、９
月
15
日
㈬（
必

着
）ま
で
に
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル（
〒
８

７
０
‐
０
０
２
１　

府
内
町
一
丁
目
５

番
38
号　

☎
５
３
８
・
３
７
０
０
）へ
。

◆
日
時　

９
月
15
日
㈬
・
24
日
㈮　

午

前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
内
容　

リ
バ
ー
シ
ブ
ル
の
ベ
ス
ト
を

作
成（
材
料
と
裁
縫
道
具
は
各
自
持
参
）

◆
定
員　

各
10
人（
先
着
順
）　

※
以

前
、同
じ
教
室
を
受
講
し
た
人
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　

電
話
で
、９

月
３
日
㈮
〜
８
日
㈬
午
後
５
時
ま
で
に

に
ラ
イ
フ
パ
ル（
☎
５
７
３
・
３
７
７

０
）へ
。

（A）
（B）

催
　
し

第
２
期
お
お
い
た
市
民

環
境
大
学
開
講
記
念
講
演

海
星
館
月
ま
つ
り

障
が
い
者「
お
で
か
け
相
談
会
」

能
楽
堂
の
催
し（
☎
５
５
１
・
５
５
１
１
）

８
月
期
の
障
害
者
福
祉
手
当
を

振
り
込
み
ま
し
た

生
活
福
祉
課
臨
時
職
員

（
緊
急
雇
用
創
出
事
業
）

優
れ
た
技
能
者
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー（
高
齢
者
支
援
）会
員

講
座
・
教
室
・
講
習
会

コ
ン
パ
ル
後
期
教
室
・
講
座
受
講
生

振
り
込
み
の
お
知
ら
せ

募
　
集

◆
資
料
の
閲
覧
場
所　

保
健
所
衛
生

課
、福
祉
保
健
課
、各
支
所
、明
野
出
張

所
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
９
月
10
日
㈮

か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◆
そ
の
他　

個
々
の
意
見
に
対
す
る

直
接
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

◆
応
募
方
法
・
問　

閲
覧
場
所
に
備

え
付
け
の
用
紙（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）に
必

要
事
項
を
記
入
し
、直
接
ま
た
は
郵

送
、フ
ァ
ク
ス
、E
メ
ー
ル
で
９
月
10
日

㈮
〜
10
月
９
日
㈯（
消
印
有
効
）に
保

健
所
衛
生
課（
〒
８
７
０
‐
８
５
０
６

荷
揚
町
６
番
１
号　

☎
５
３
６
・
２
８

５
４　
　

５
３
２
・
３
４
９
０　
　

eise

i1
@
city.o

ita.o
ita.jp

）へ
。

市
営
墓
地
整
備
に
関
す
る

基
本
方
針
に
つ
い
て
の
意
見

ち
ょ
う
ふ

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

料
理
教
室
へ
の
米
粉
の
助
成
（A）
と
米
粉
料
理

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー（
講
師
）派
遣
（B）

関
崎
海
星
館
の
募
集

（
☎
５
７
４
・
０
１
０
０
）

身
近
な
自
然
観
察
会
参
加
者

「
星
空
散
歩
〜
木
星
と

秋
の
月
を
楽
し
む
〜
」参
加
者

「
キ
ッ
ズ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
〜
国
際
交
流

と
カ
ヌ
ー
の
つ
ど
い
〜
」参
加
者

工
業
展
工
場
見
学

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者

無料

①新日本製鐵㈱②大分石油化学コンビナート
  （昭和電工㈱・新日鐵化学㈱）  

5日㈫

④JX日鉱日石エネルギー㈱

⑥日本フィルム㈱・㈱環境整備産業

③JX日鉱日石エネルギー㈱

⑤三井造船㈱
6日㈬

⑧九州電力㈱

⑩王子板紙㈱

⑦九州電力㈱

⑨王子板紙㈱
7日㈭

⑫㈱東芝

⑭住友化学㈱ 

⑪㈱東芝

⑬住友化学㈱  
8日㈮

10
月

午前（9時30分～11時50分） 午後（1時30分～3時50分）開催日

無料

無
料

検索コンパルホール教室・講座

魚
料
理
教
室

無料無料

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　

往
復
は
が

き
に
代
表
者
の
住
所
、氏
名
、年
齢
、電

話
番
号
、参
加
人
数
、出
店
内
容（
商
品

の
種
類
と
数
）を
記
入
し
、９
月
17
日

㈮（
必
着
）ま
で
に
大
分
エ
コ
ラ
イ
フ
プ

ラ
ザ（
〒
８
７
０
‐
１
２
０
５　

大
字

福
宗
６
１
８
番
地　

☎
５
８
８
・
１
４

１
０
）へ
。

無料

リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

無料

9月は「障害者雇用支援月間」です 9月10日㈮は「屋外広告の日」です
屋外広告物のルールを守って、安全で美しいまち並みづくりを進めましょう。
問景観推進室（☎537-5968）

皆さんのご理解とご協力をお願いします。
問商工労政課（☎537-5964）

穴ぼこなどの道路の危険箇所を見かけたら、連絡をお願いします。
●市道…市道路維持課（☎537-5769）　●国道（10号、210号宮崎交差点～
大分市境）…国土交通省大分維持出張所（☎543-2030　道路緊急ダイヤル
♯9910）　●県道、上記以外の国道…大分土木事務所（☎558-2141）

穴ぼこ
110番

市道の確認に『おおいたマップ』をご利用ください
市ホームページのおおいたマップ（地図情報サービス）で
市道のおおよその位置と路線名の情報を提供しています。
問土木管理課（☎537-5992）
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▼
利
光
泰
和（
古
国
府
）▼
藤
田
初
男

（
金
谷
迫
）▼
久
保
富
子（
中
島
東
）　

▼
荻
田
美
枝
子（
勢
家
町
）▼
宮
崎
勝

利（
三
川
下
）▼
佐
藤
君
子（
永
興
）　

▼
神
田
喜
昭（
新
栄
町
）▼
和
田
正
治

（
庄
の
原
）▼
髙
橋
只
男（
牧
）▼
和
田

敏
汎（
羽
屋
）▼
田
中
順
子（
田
中
町
）

▼
吉
岡
徹（
萩
原
）▼
久
保
田
多
喜
男

（
牧
）▼
坂
本
よ
し
み（
牧
）

　
　
　
　
　

▼
岩
田
弘（
宮
河
内
ハ
イ

ラ
ン
ド
）▼
神
田
純
子（　

木
）▼
丸
山

テ
ル
ヨ（
鶴
崎
）▼
幸
カ
ヨ
子（
鶴
崎
）

▼
長
尾
俊
幸（
横
尾
）▼
芝
一
郎（
横

尾
）▼
末
綱
浩
二（
森
町
）▼
小
野
善

寛（
横
尾
）

　
　
　
　
　

▼
久
保
田
宏（
大
在
北
）

　
　
　
　
　
　

▼
板
井
龍
一（
坂
ノ
市

南
）▼
姫
野
宏
明（
坂
ノ
市
中
央
）▼
玉

井
ミ
ヨ
子（
丹
川
）▼
猪
原
晴
夫（
坂
ノ

市
中
央
）▼
西
村
貞
夫（
丹
川
）▼
山
本

伸
治（
小
佐
井
）▼
細
川
イ
ツ
ヨ（
細
）

　
　
　
　
　

▼
總
﨑
康
正（
吉
野
原
）

▼
河
野
弘
子（
中
判
田
）

　
　
　
　
　

▼
麻
生
克
己（
岡
川
）　

▼
小
笹
セ
イ
子（
ふ
じ
が
丘
）▼
大
久

保
定
利（
横
瀬
）▼
足
達
清
勝（
光
吉
）

▼
後
藤
実（
国
分
）▼
岩
本
百
合（
田

原
）▼
田
中
智
子（
田
尻
グ
リ
ー
ン
ハ

イ
ツ
）▼
中
井
修
二（
光
吉
台
）

　
　
　
　
　
　

▼
阿
野
山
フ
サ
子（
馬

場
）▼
井
川
重
博（
志
生
木
）▼
合
澤

政
美（
一
尺
屋
）

　
　
　

 

以
上
７
月
22
日
受
付
分
ま
で

社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤
志
寄
付

▼
藥
師
寺
昂
侃
・
佐
藤
実
仙（
緑
が

丘
）▼
大
分
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

香
典
返
し
寄
付

大
分
地
区　

▼
守
口
民
代（
庄
の
原
）

善
意
の
寄
付
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

稙
田
地
区

大
南
地
区

大
在
地
区

鶴
崎
地
区

佐
賀
関
地
区

坂
ノ
市
地
区

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
こ
な
そ
う

◆
日
時　

10
月
７
日
㈭
・
８
日
㈮　

午

前
９
時
30
分
〜
正
午

◆
内
容　

検
索
サ
イ
ト
の
便
利
な
機

能
を
利
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
楽

し
み
方
や
安
全
な
利
用
方
法
を
学
習

◎
エ
ク
セ
ル
で
健
康
管
理（
夜
間
コ
ー
ス
）

◆
日
時　

９
月
25
日
㈯　

午
前
９
時

30
分
、午
後
２
時（
２
回
）

◆
内
容　

勾
玉
作
り　
　

◆
定
員　

各
70
人（
先
着
順
）

◆
参
加
料　

２
０
０
円

◆
申
込
み
・
問　
電
話
で
、９
月
６
日

㈪
か
ら
歴
史
資
料
館（
☎
５
４
９
・
０
８

８
０
）へ
。

◆
日
時　

９
月
15
日
㈬　

午
後
６
時

30
分
〜
８
時

◆
講
師　

馬
野
正
基
氏（
観
世
流
）

◆
定
員　

50
人（
先
着
順
）

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　

郵
送
ま
た
は

電
話
、フ
ァ
ク
ス
、E
メ
ー
ル
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
能
楽
堂（
〒
８
７
０
‐

０
９
２
４　

牧
緑
町
１
番
30
号　

☎
５

５
１
・
５
５
１
１　
　

５
５
１
・
５
５
１

２　
　

n
o
d
a
@
n
o
g
a
ku
.jp

）へ
。

◆
日
時　

10
月
14
日
〜
12
月
16
日（
毎

週
木
曜
日
・
全
10
回
）　
午
後
１
時
〜
３
時

◆
場
所　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

◆
内
容　

読
み
き
か
せ
・
音
訳
の
基
礎

を
中
心
に
学
習

◆
講
師　

飯
塚
政
利
氏（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
）

◆
対
象　

大
分
市
・
由
布
市
居
住
者

で
、10
回
と
も
参
加
で
き
、市
民
図
書

館
の
事
業
へ
の
協
力
が
可
能
な
人

◆
定
員　

20
人（
多
数
時
は
選
考
）

◆
申
込
み
・
問　

往
復
は
が
き
に
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、応
募
動

機
を
記
入
し
、９
月
19
日
㈰（
必
着
）ま

で
に
市
民
図
書
館（
〒
８
７
０
‐
０
０

２
１　

府
内
町
一
丁
目
５
番
38
号　

☎

５
３
８
・
３
５
０
０
）へ
。

◆
日
時　

９
月
16
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
〜
２
時
30
分

◆
演
題　
「
あ
な
た
の
血
管
は
健
康

で
す
か
？
」　

〜
寒
く
な
る
そ
の
前
に

…
病
気
知
ら
ず
の
血
管
づ
く
り
〜

◆
講
師　

森
義
顕
氏（
大
分
三
愛
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
院
長
）

◆
定
員　

１
０
０
人（
先
着
順
）

◆
そ
の
他　

講
座
終
了
後
、保
健
師
・

栄
養
士
に
よ
る
健
康
相
談
・
骨
の
健
康

度
チ
ェ
ッ
ク
有（
希
望
者
の
み
）

◆
場
所
・
問　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
５
３
５
・
２
０
５
０
）

◆
日
時
・
場
所　

９
月
10
日
㈮　

午

前
10
時
〜
午
後
３
時　

佐
賀
関
公
民

館　

◆
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
、

法
務
局
職
員　

◆
相
談
内
容　

金

銭
、相
続
、家
庭
内
の
問
題
、セ
ク
シ
ュ

ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、い
じ
め
、名
誉
侵

害
、そ
の
他
の
人
権
問
題　

問　
大
分

地
方
法
務
局（
☎
５
３
２
・
３
１
６
１
）

◆
場
所
・
日
時　

①
西
部
公
民
館
…

10
月
４
日
・
25
日
、11
月
８
日
・
22
日
、

12
月
13
日
・
27
日
、23
年
１
月
17
日
・
24

日（
全
月
曜
日
・
８
回
）　

午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分　

②
稙
田
公
民
館
…

10
月
４
日
・
18
日
、11
月
１
日
・
15
日
、

12
月
６
日
・
20
日
、23
年
１
月
17
日
・
31

日（
全
月
曜
日
・
８
回
）　

午
前
10
時
〜

11
時　

③
南
大
分
公
民
館
…
10
月
７

日
・
21
日
、11
月
11
日
・
25
日
、12
月
９

日
・
16
日
、23
年
１
月
13
日
・
20
日（
全

木
曜
日
・
８
回
）　

午
前
10
時
〜
11
時

④
鶴
崎
公
民
館
…
10
月
８
日
・
22
日
、

11
月
12
日
・
26
日
、12
月
10
日
・
24
日
、

23
年
１
月
14
日
・
28
日（
全
金
曜
日
・
８

回
）　

午
前
10
時
〜
11
時

◆
内
容　

皆
さ
ん
で
懐
か
し
い
歌
を

歌
い
、心
と
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

◆
対
象　

60
歳
以
上
の
市
民

◆
定
員　

①
④
各
50
人
、②
③
各
40
人

◆
受
講
料　

１
、６
０
０
円（
資
料
代
）

◆
申
込
み
・
問　

往
復
は
が
き
に
希

望
公
民
館
名
、住
所
、氏
名（
ふ
り
が

な
）、生
年
月
日
、電
話
番
号
を
記
入
し

９
月
13
日
㈪（
必
着
）ま
で
に
市
社
会

福
祉
協
議
会（
〒
８
７
０
‐
０
０
４
８

碩
田
町
三
丁
目
５
番
11
号　

☎
５
３

３
・
７
５
７
５
）へ
。

◎
技
術
経
営（
M
O
T
）入
門
講
座

◆
日
時　

９
月
30
日
〜
12
月
16
日

（
毎
週
木
曜
日
・
全
12
回
）　

午
後
６
時

30
分
〜
８
時お

わ
び
と
訂
正

　

市
報
８
月
１
日
号
16
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
し
た
市
美
術
館
の
お
問
い
合

わ
せ
電
話
番
号
は
☎
５
５
４
・
５
８
０

０
で
し
た
。お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

◆
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

◆
場
所　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

◆
講
師　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

会
員

◆
定
員　

各
36
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
受
講
料　

1
講
座
に
つ
き　

５
０

０
円（
材
料
費
）

◆
申
込
み
・
問　

は
が
き
に
希
望
す

る
講
座
番
号（
複
数
可
）、
参
加
者
の
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
記
入
し
、

各
申
込
み
期
限（
必
着
）ま
で
に
観
光
課

（
本
庁
舎　

☎
５
３
７
・
７
０
４
３
）へ
。

◆
日
時　

10
月
24
日
㈰　

正
午
、午

後
３
時
30
分（
２
回
）　

◆
場
所　

コ

ン
パ
ル
ホ
ー
ル　

◆
入
場
料　

１
、０

０
０
円（
全
席
自
由
）　

問　

実
行
委

員
会（
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
内　

☎
５
３

８
・
３
７
０
０
）

◆
日
時　

10
月
14
日
㈭
・
15
日
㈮　

午

後
６
時
30
分
〜
９
時

◆
内
容　

血
圧
や
体
重
な
ど
を
表
や

グ
ラ
フ
に
し
、表
計
算
ソ
フ
ト
の
基
本

操
作
を
学
習

☆
対
象　

各
教
室
と
も
W
i
n
d
o
w

s
の
基
本
操
作
、文
字
入
力
の
で
き
る
人

☆
定
員　

各
30
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

☆
受
講
料　

各
６
０
０
円

☆
申
込
み
・
問　
往
復
は
が
き（
１
人

１
枚
）に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、教

室
名
を
記
入
し
、９
月
14
日
㈫
ま
で
に

同
セ
ン
タ
ー（
〒
８
７
０
‐
０
８
５
１

大
石
町
一
丁
目
３
組
）へ
。

◆
場
所　

産
業
活
性
化
プ
ラ
ザ（
荷

揚
町
）

◆
内
容　
「
技
術
経
営（
M
O
T
）っ

て
、な
に
？
」「
事
業
承
継
と
後
継
経
営

者
」「
起
業
支
援
の
経
済
学
」、工
場
見

学（
11
月
16
日
㈫
）な
ど

◆
講
師　

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大

学
教
授
ほ
か

◆
定
員　

30
人（
先
着
順
）

◎
C
P
L
D
/
F
P
G
A
を
使
っ
た

　

デ
ジ
タ
ル
回
路
設
計
入
門
講
座

◆
日
時　

10
月
13
日
㈬
、15
日
㈮
、20

日
㈬
、22
日
㈮
、27
日
㈬（
全
５
回
）　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

◆
場
所　

大
分
高
専（
大
字
牧
）

◆
講
師　

大
分
高
専
教
授
ほ
か

◆
定
員　

10
人（
先
着
順
）

※
C
P
L
D
、F
P
G
A
…
回
路
設
計

者
が
機
能
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
き
る
大

規
模
半
導
体
集
積
回
路

☆
申
込
み　

電
話
で
、９
月
１
日
㈬
か

ら
同
プ
ラ
ザ
へ
。

善
意
の
泉
（
敬
称
略
）

街
の
ホ
ッ
ト
情
報

無
料
人
権
相
談
所

情
報
学
習
セ
ン
タ
ー
の
各
種
教
室

（
☎
５
４
５
・
８
６
１
６
）

第
10
回
ふ
れ
あ
い
歴
史
体
験
講
座

ま
が
た
ま

初
心
者
の
た
め
の
能
楽
講
座

無料

市
民
図
書
館 

読
み
き
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

無料

い
き
い
き
健
康
講
座

無料

歌
声
ひ
ろ
ば

産
業
活
性
化
プ
ラ
ザ
の
講
座

（
☎
５
３
７
・
８
７
０
１
）

◆
研
修
期
間　

23
年
４
月
〜
24
年
３

月　

◆
対
象　

畜
産
経
営
を
志
す
人

◆
定
員　

５
人　

◆
申
込
み
・
場
所
・

問　
９
月
１
日
㈬
〜
23
年
２
月
28
日

㈪
ま
で
に
県
畜
産
研
修
セ
ン
タ
ー（
竹

田
市
久
住
町　

☎
０
９
７
４
・
７
６
・
１

２
１
４
）へ
。

23
年
度
県
畜
産
研
修
セ
ン
タ
ー
研
修
生
募
集

◆
内
容　

環
境
問
題
、福
祉
問
題
、研

修（
国
際
理
解
を
含
む
）を
3
本
柱
と

し
た
学
習
と
実
践　

◆
年
会
費　

１
、５
０
０
円　

◆
申
込
み
・
問　
電

話
で
、９
月
20
日
㈪
ま
で
に
婦
人
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
・
コ
レ
ジ
オ　

筬
島（
☎
５
２

７
・
６
７
４
８
）へ
。

婦
人
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
・
コ
レ
ジ
オ
会
員
募
集

◆
月
日　

10
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰　

◆
場
所　

ア
ー
ト
プ
ラ
ザ　

◆
内
容

馬
ロ
ボ
ッ
ト
、L
E
D
ミ
ニ
ラ
イ
ト
づ

く
り
な
ど　

◆
対
象　

小
・
中
学
生

◆
定
員　

各
20
人（
多
数
時
は
抽
せ

ん
）　

◆
申
込
み
・
問　
詳
し
く
は
、

市
工
業
連
合
会
青
年
部
会（
☎
５
６

９
・
１
２
３
４
）へ
。

お
お
い
た
協
働
も
の
づ
く
り
展

も
の
づ
く
り
体
験
教
室
参
加
者
募
集

　

道
路
交
通
に
関
す
る
全
国
調
査
を

行
い
ま
す
。無
作
為
に
抽
出
し
た
家
庭

や
事
業
所
を
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す

の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

◆
期
間　

９
月
上
旬
〜
11
月
下
旬　

問　

国
土
交
通
省
大
分
河
川
国
道
事

務
所（
☎
５
４
４
・
４
１
６
７
）

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

◎
県
総
合
社
会
福
祉
会
館
で
の
催
し

◆
日
時
・
内
容　
●
９
月
25
日
㈯　

午

前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
…
卓
球
バ

レ
ー
大
会　
●
９
月
26
日
㈰　

午
前
８

時
30
分
〜
午
後
３
時
…
風
船
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

◎
平
和
市
民
公
園
で
の
催
し

◆
日
時
・
内
容　
●
10
月
２
日
㈯
・
３
日

㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
…
大
分
ト

リ
ニ
ー
タ
選
手
サ
イ
ン
会
・
ス
テ
ー
ジ

な
ど

県
障
が
い
者（
児
）「
秋
の
交
歓
会
」

お
さ
じ
ま

無料

◎
南
大
分
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
で
の
催
し

◆
日
時
・
内
容　
●
10
月
15
日
㈮　

午

前
８
時
〜
午
後
３
時
…
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会

問　
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン

タ
ー（
☎
５
５
８
・
８
７
９
７
）

郷
土
料
理
講
習
会

◆
貸
与
期
間　

23
年
４
月
か
ら
在
学

す
る
学
校
の
標
準
修
業
期
間　

◆
貸

与
月
額　
●

国
・
公
立
…
①
自
宅
１
万

８
、０
０
０
円　

②
自
宅
外
２
万
３
、０

０
０
円　
●

私
立
…
①
３
万
円　

②
３

万
５
、０
０
０
円　

●

別
途
入
学
支
度

金
貸
与
有　

◆
募
集
期
限　

９
月
中

旬（
在
学
す
る
中
学
校
を
通
じ
て
応

募
）　

問　

中
学
校
ま
た
は
県
奨
学

会（
☎
５
０
６
・
５
６
２
０
）へ
。

高
等
学
校
予
約
奨
学
生（
貸
与
）募
集

第
12
回
大
分
市
民
洋
舞
踊

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

講座

1

2

3

4

5

6

10月31日㈰

11月28日㈰

12月23日㈭

23年1月23日㈰

23年2月13日㈰

23年3月13日㈰

月 日

10月15日㈮

11月12日㈮

12月13日㈪

23年1月11日㈫

23年2月1日㈫

23年3月1日㈫

申込み期限

とり天、やせうま

松岡ずし、だんご汁

野津原ずし、おとし汁

とりめし、しし汁

りゅうきゅう、くろめ汁

おしずし、けんちん汁

主な内容

　

母
子
家
庭
の
母
な
ど
を
対
象
に
、専

門
の
支
援
員
が
就
労
相
談
や
職
業
紹

介
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
利
用
く

だ
さ
い
。　

◆
場
所
・
問　
母
子
家
庭

等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー（
大
津

町
二
丁
目
１
番
41
号　

県
総
合
社
会

福
祉
会
館
内　

☎
５
５
２
・
３
３
１
３
）

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 無料

大分市の

面積と人口

【7月末日現在の住民基本台帳人口＋外国人登録人口】 下水道　水から聞こえる　「ありがとう」
面　積 人　口
男 女 世帯数 203,286世帯246,416人228,247人

474,663人501.28㎢ 9月10日㈮は下水道の日です。下水道が使えるようになった地域の家庭・
事業所は、早めに接続しましょう。　問下水道営業課（☎537-5641）

集中豪雨によるマンホールぶたの浮上に注意してください
道路上のふたが開き、誤ってマンホールに落ち込む危険があります。
気付いたときは、下水道施設課（☎537-5642）へ。

3
㈮

7
㈫

9月
3日
～

SEPT
EM

B
ER

18
㈯

大分で見られる
希少生物の写真展
期間/13日㈪、15日㈬～20日㈪
参加料・場所・問上記3日と同じ

9
月

11
㈯

バサジィ大分対
シュライカー大阪
時間/午後1時～
場所/べっぷアリーナ

19
㈰
塚野鉱泉健康まつり
時間/午前11時～
場所/塚野鉱泉駐車場
問実行委員会　☎541-0008

20
㈪

16
㈭

無料ライフパル演奏会
時間/午後5時30分～
出演/大分リコーダークラブ
問ライフパル　☎573-3770

無料
どこでも
コンサート
時間/午後6時30分～

場所/野津原市民センター
出演/匹田大智（津軽三味線奏者）
問文化国際課　☎537-5663

廃食油
石けん作り
時間/午後1時30分～
問ライフパル
☎573-3770

無料

10
㈮

市公設地方卸売市場
市民感謝デー！！
時間/午前9時～正午
場所/市公設地方卸売市場
内容/新鮮な魚介類、水産加工
品、野菜、果物、花などの販売
問市公設地方卸売市場
☎533-3113

夏の大三角と
天の川を見よう！
期間/5日㈰、10日㈮
～12日㈰

時間/午後7時30分～9時30分
参加料/入館料（大人400円、高校
生200円、中学生以下は無料）
（雨天・曇天時は映像による説明）
問関崎海星館　☎574-0100

さがのせき朝市
時間/午前9時～
11時（商品が無く
なり次第終了）

場所/県漁協佐賀関支店周辺
問実行委員会　☎575-1000

お話と読み聞かせの会・
切り絵教室
内容・時間/お話と読み聞かせ
：午前11時～正午
切り絵教室：午後1時～2時
問ライフパル　☎573-3770

無料

読み聞かせのための本
『だいじょうぶだよ、ゾウさん』

あまんきみこ／作　渡辺洋二／絵

市民図書館（☎538・3500）

ローレンス・ブルギニョン／作
柳田邦男／訳

『ぽんぽん山の月』



※放送時間帯は各局の番組案内をご覧ください。

※都合により、番組内容は変更になることがあります。

大分市内のケ－ブルテレビ局でも
放送しています。
◎OCT大分ケ－ブルテレコム
　（日・月・火・水）
◎OCN大分ケーブルネットワーク
　（日・月・火・水）
◎STV佐賀関テレビ
　（火・水・木）

上記の再放送9月11日㈯

9月   4日㈯

TOSテレビ大分

…………………………番組案内

番組キャラクター「フレッキー」

毎週土曜日

午後5時15分～5時30分

大分市テレビ広報大分市テレビ広報

もっちり、ヘルシー
おこめの料理

いつ起こるか分からない自然災害や事故。消防隊員はいかなる障害や苦難をも乗り越え、そこに助ける命がある限
り懸命に救助に向かいます。そのためには、日ごろからの緊迫感、緊張感を持った訓練が必要です。撮影当日も必死
の形相で自らを鍛え上げる隊員の姿がありました。市民の生命を守るため、今日も隊員は鍛え続けます。

表紙の言葉

こんにちは市長室です vol.71

　市ホームページは新鮮情報満載です。このコーナーは、市ホームページ
で市政について市長の日々の思いをつづる「こんにちは市長室です」の
「市長の日記」からお届けします。「市政の今」を感じてください。

「1000万人ラジオ体操・みんなの体操祭」は市民との協働により全国発信できました

　 8月1日の「1000万人ラジオ体操・みん
なの体操祭」は、約1万1000人が大分銀
行ドームに集い、盛大に催されました。
 　全国へのテレビ生中継が始まる午前6
時30分には、ドームのピッチいっぱいに広
がった参加者がＮＨＫ体操指導者の号令の
もと、元気にみんなの体操やラジオ体操
第1、第2を披露してくれました。テレビ画
面には日本でも有数なスタジアムの大分
銀行ドームと、ピッチを埋め尽くした元気
な大分市民の姿が映し出され、大いにア
ピールできたものと思います。
   当日は「おおいた味力産品朝市」も会場
入口で開催され、全国各地からの参加者
や地元の人たちが「大分のうまいもの」を
次々と買い求め、ほとんどの店舗で完売と
いう盛況ぶりでした。買い物をしてくださっ

た皆さんと出店者の皆さんに心からお礼
を申し上げます。
　また、体操祭の運営には、早朝午前4時
から活動してくださった、数多くのボラン
ティアの方々の存在が大きかったと思いま
す。「協働のまちづくり」を進める本市の面
目躍如といったところで、私も意を強くし
ました。ごみ拾いのギネス記録達成以来、
市民の間に脈々と流れる一体感が、ここで
も発揮されたものと誇りに思います。

大分市美術館　

お問い合わせ　市美術館　☎554-5800

◇観 覧 料／

◇開館時間／
◇休 館 日／

一般800円［団体600円］、高校生・大学生600円［団体400円］、
中学生以下は市内・市外を問わず無料　※団体は20人以上
午前10時～午後6時（入館は午後5時30分まで）
9月13日（月）・21日㈫・27日（月）、10月12日㈫

※左記観覧料で常設展もあわせて観覧できます。
※身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳
　提示者とその介護者は無料です。本展は「大分市美術
　館年間パスポート」が利用できます。

《会期》 9月8日［水］～10月17日［日］特別展

　秋山庄太郎（1920年～2003年）は戦後
間もなく写真家としての道を歩み始め、女
性の魅力を独特の感覚で引き出すポート
レートで幅広い人気を博しました。
　一方、1960年の渡欧を契機に「花」の魅
力に強くひかれるようになり、1965年ご
ろから没年に至るまで、ライフワークとし
て「花」の「美」の具現化に挑み続けました。
　こうした秋山写真芸術の集大成となっ
たのが、晩年の1990年から1997年にかけ
て取り組んだ「365日シリーズ」（全6作）
で、それぞれ「花」を主体に約365点の作品
で構成されています。
　本展では、この「365日シリーズ」の中か
ら、1993年に発表された《花逍遙－366
日》の全作品を一堂に展示し、国内外で捉え
た四季の「花」や「風景」作品を通じて、秋山
が晩年に達した「美」の境地を紹介します。

※観覧料が
　必要です

【日時】 会期中毎週水曜日 午後2時～
　　　※9月8日を除く
【場所】 企画展示室
【解説】 美術館職員

講演会1
【日時】 9月8日㈬　午後1時30分～3時
【場所】 美術館ハイビジョンホール
【演題】 「秋山庄太郎と写真芸術」
【講師】 上野 正人 氏〈秋山庄太郎写真芸術館長〉
【定員】 80人（先着順）

講演会2
【日時】 9月17日㈮　午後１時30分～3時
【場所】 美術館ハイビジョンホール
【演題】 「秋山庄太郎の思い出」
【講師】 大崎 輝彦 氏〈県美術協会写真部会長〉
【定員】 80人（先着順）

無料 無料

はなしょうよう

展示解説

こ
の
市
報
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

市
報
お
お
い
た　

9
月
1
日
号
（
毎
月
1
日
・
15
日
発
行
）　

  

企
画
・
発
行　

大
分
市
企
画
部
広
聴
広
報
課
（
〒
８
７
０
ー
８
５
０
４  

荷
揚
町
２
番
31
号　

代
表
☎
５
３
４
ー
６
１
１
１
）
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